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＞脚注が非常に多いのですが，それ

はなぜですか？

　光触媒に関連する実験や解析法に

ついて書いてみると，いっけん些末

に見えること（ディテール）が重要

な鍵となっていることを再認識しま

した．さいしょは，それもぜんぶ本

文に入れていたのですが，かっこ書

きが多くなりすぎて，流れがわから

なくなると思い，脚注にかえました．

なんと，脚注は全部で 1200 以上あ

ります．

＞「本当に役に立つ本」にするため

にどんな工夫をされましたか？

　実験手順や解析法の詳細をていね

いに書くことを心がけました．書き

おわってからわかった（ずいぶんの

んきなはなし…）ことは，このよう

なくふう，つまりディテールを書く

ことによってストーリーが浮かびあ

がる（そんなたいそうなものではな

いが）ようになっています．ストー

リーとは，「これまで常識と考えて

いたことが，じつはそうではないこ

とが多い」ということです．「研究

とは何でも疑うこと」という著者の

思いがつたわれば望外のよろこびで

す．ただ，「何でも疑え」に対して「は

い，わかりました」と言われてもこ

まるのですが…．

＞参考文献も多く紹介されています

が，これも役に立たせるための方法

でしょうか？

　これまでの本や論文が「孫引き」

をくりかえした結果，もとの意味が

誤解されているような例をいやとい

うほど見つけたので，この本では基

本的にはできるだけ孫引きをしない

ようにつとめました．いずれにし

ても，おおもとの文献をしっかりと

読むことのだいじさを再認識しまし

た．そのあたりが読者にもつたわる

ことを祈っています．

＞表紙の「あらいぐま」がとてもか

わいらしいですね．

　義兄の版画（詩は，くどうなおこ

さん）です．主人公であるあらいぐ

まの「げん」は，なんでもあらって

しらべるうちに，小石をあらって「文

句あっか」と言われます．この本を

書いているうちに，「この測定では

この式をつかって解析することに

なっている」とか「こう計算すれば

これがわかることになっている」よ

うな常識が，じつはずいぶん乱暴な

仮定や近似をつかっていたりするこ

とがわかってきました．また，これ

までの専門書や論文の内容や表記，

引用にたくさんのまちがいを発見し

ました．きっとたくさんの人が「文

句あっか」とおっしゃると思います

が，そんなときは，こう言おうとき

めています．「ぼくはけんきゅうねっ

しんだ（by げん）」．

光触媒の研究者あるいは

研究を始めようとする人にとって，

本当に役に立つ本を書いてみたい

という思いが強かった＊．

脚注：そんな時間がとれるのかと
いうことは抜きにしての話．

̶̶「はじめに」より


